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１
唱
を
聞
く
歌

か

は

さ

か

の

ぽ

う

た

遙
か
に
江
を
折
る
船
人
の
唱
を
聞
く
歌
一
首

い
み
ず
か
は

う
た
ふ

朝
床
に
聞
け
ば
遙
け
し
射
水
河
朝
こ
ぎ
し
つ
つ
唱
船
人

（岨四一五○）

天
平
勝
宝
二
（
七
五
○
）
年
三
月
三
日
の
朝
。
越
中
国
府
の
、
国
司
の

館
内
に
居
る
と
お
ぼ
し
い
大
伴
家
持
は
、
近
く
を
流
れ
る
射
水
河
を
遡
る

船
人
の
唱
を
、
遙
か
に
聞
く
。
家
持
の
耳
が
聞
い
た
の
は
、
越
中
国
の
言

葉
で
う
た
わ
れ
た
、
船
歌
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
意
味
不
明
の

掛
け
声
・
難
し
言
葉
で
あ
っ
た
の
か
。
と
も
あ
れ
、
『
万
葉
集
』
の
中
に

は
他
に
「
唱
ふ
」
様
を
詠
ん
だ
歌
も
、
そ
の
声
を
「
聞
く
」
歌
も
見
当
ら

う
た

な
い
。
こ
の
家
持
歌
が
、
唯
一
の
「
唱
を
聞
く
歌
」
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
ウ
タ
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
「
唱
」
も
万
葉
歌
も
か
わ
り

は
な
い
。
た
と
え
ば
「
仏
前
唱
歌
」
（
８
一
五
九
四
）
は
、
左
注
に
よ
る

と
天
平
二
（
七
三
九
）
年
の
冬
一
○
月
に
行
な
わ
れ
た
皇
后
宮
維
摩
講

の
終
て
の
日
、
大
唐
・
高
麗
等
の
種
々
の
「
音
楽
」
を
供
養
し
た
際
、
弾

琴
二
人
、
歌
者
十
数
人
を
定
め
て
「
唱
」
わ
れ
た
「
歌
詞
」
だ
と
い
う
。

万
葉
短
歌
は
、
集
団
で
演
唱
す
る
歌
謡
の
歌
詞
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
可
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猪
股
と
き
わ

能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
の
「
冬
一

二
月
一
二
日
、
歌
舞
所
の
諸
王
臣
子
等
の
、
葛
井
連
広
成
の
家
に
集
ひ
て

宴
せ
る
歌
二
首
」
（
６
一
○
一
一
～
二
題
）
の
場
合
、
宴
に
参
会
し
た

「
歌
舞
所
」
の
者
た
ち
に
と
っ
て
、
万
葉
短
歌
も
「
歌
」
、
舞
の
と
も
な
う

歌
曲
も
「
歌
」
で
あ
り
、
と
も
に
ウ
タ
と
し
て
厳
然
と
し
た
区
別
は
な

く
、
連
続
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ウ
タ
を
聞
い
た
者
は
、
ウ
タ
を
以
て
答
え
、
ウ
タ
フ
者
は
自
ら
の
歌
声

を
聞
き
つ
つ
ウ
タ
フ
。
そ
う
し
た
ウ
タ
フ
行
為
の
た
だ
な
か
に
あ
る
の

は
、
た
と
え
ば
「
古
事
記
』
の
「
酒
楽
之
歌
」
で
あ
る
。
「
酒
楽
之
歌
」

に
「
う
た
ひ
つ
つ
か
み
け
れ
か
も
／
ま
ひ
つ
つ
か
み
け
れ
か
も
」
と

あ
る
の
は
、
組
に
な
っ
た
歌
謡
に
登
場
す
る
酒
神
「
い
は
た
た
す
す
ぐ

な
み
か
み
」
が
行
な
う
、
起
源
の
酒
造
り
の
様
を
受
け
る
。
神
が
醸
む
起

源
の
酒
造
り
そ
の
ま
ま
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ
ミ
フ
し
て
継
続
し
て
「
う

（１０）

た
ひ
つ
つ
か
む
」
の
で
あ
る
。
「
酒
楽
之
歌
」
の
よ
電
フ
に
、
船
人
が
「
唱
」

う
声
は
船
人
自
身
に
と
っ
て
は
、
「
朝
こ
ぎ
し
つ
つ
唱
」
う
こ
と
の
神
話

的
起
源
と
し
て
聞
き
取
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
家
持
は
船
歌
の
歌
詞
を
つ
い
に
聞
き
取
り
は
し
な
か
っ
た
し
、

「
朝
こ
ぎ
し
つ
つ
唱
船
人
」
の
所
作
は
家
持
が
歌
を
詠
む
行
為
に
と
っ
て
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『
万
葉
集
」
巻
一
七
以
降
は
、
家
持
の
「
歌
日
記
」
と
も
み
な
さ
れ
て

き
た
よ
う
に
、
雑
歌
・
相
聞
・
挽
歌
の
部
立
て
も
、
四
季
に
よ
る
類
別
も

（３）

も
た
ず
、
た
だ
に
年
月
日
付
を
追
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も

「
唱
を
聞
く
歌
」
を
含
む
巻
一
九
冒
頭
の
歌
群
は
、
三
月
一
日
か
ら
三
日

に
か
け
て
、
宴
の
場
や
他
者
と
の
贈
答
と
い
っ
た
契
機
を
も
た
ず
に
一

人
、
歌
を
書
き
継
ぎ
、
二
日
か
ら
三
日
朝
は
夜
を
撤
し
て
歌
作
し
て
い
た

様
子
を
う
か
が
え
る
。
四
一
三
九
番
か
ら
四
一
四
九
ま
で
の
一
二
首
は
、

の
起
源
と
は
な
り
得
な
い
。
家
持
は
朝
床
で
聞
き
、
船
人
は
射
水
河
の
船

上
に
あ
っ
て
「
唱
」
う
。
「
唱
を
聞
く
歌
」
の
作
者
と
「
船
人
の
唱
」
の

担
い
手
と
が
重
な
り
合
う
こ
と
は
な
い
。
家
持
の
「
聞
く
」
は
、
も
は
や

ウ
タ
ヒ
つ
つ
聞
き
、
聞
き
つ
つ
ウ
タ
フ
こ
と
と
は
別
の
位
相
に
あ
る
と
言

、え卜ぐう。
家
持
の
作
歌
と
船
歌
と
を
分
別
し
て
い
る
の
は
ま
ず
は
「
歌
」
／

「
唱
」
と
い
う
漢
字
で
あ
る
が
、
題
詞
の
「
唱
」
は
ウ
タ
、
歌
中
の
「
唱

（２）

船
人
」
は
ウ
タ
フ
フ
ナ
ビ
ト
と
訓
ま
せ
る
。
「
歌
」
と
「
唱
」
と
は
目
で

見
る
限
り
は
区
別
さ
れ
て
も
、
音
声
に
し
て
訓
め
ば
等
し
く
ウ
タ
と
な

る
。
船
歌
も
短
歌
も
ウ
タ
で
あ
る
、
と
い
う
受
け
と
め
方
が
、
こ
の
場
合

も
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
り
な

が
ら
し
か
し
、
歌
の
作
者
と
し
て
の
家
持
の
耳
と
、
船
を
漕
ぎ
つ
つ

「
唱
」
、
フ
船
人
の
耳
と
の
間
は
、
厳
然
と
分
か
た
れ
て
い
る
。

家
持
は
船
人
の
「
唱
」
に
何
を
聞
い
た
の
だ
ろ
う
。
な
ぜ
、
他
の
万
葉

歌
作
者
た
ち
が
聞
く
こ
と
の
な
か
っ
た
「
唱
」
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の

だろ、７か。
２
上
巳
節
の
宇
宙

近
代
以
降
「
越
中
秀
吟
」
と
呼
ば
れ
、
家
持
の
詠
作
は
「
秀
吟
」
を
詠
む

の
に
岬
吟
す
る
近
代
歌
人
の
創
作
行
為
と
重
ね
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
「
三
月
三
日
」
と
い
う
宴
の
日
を
控
え
た
「
三
月
一
日
」
「
二

日
」
の
歌
作
は
、
大
伴
の
名
を
負
い
、
八
世
紀
の
律
令
官
人
と
し
て
越
中

に
赴
任
し
た
家
持
に
と
っ
て
は
、
決
し
て
近
代
人
の
創
作
の
範
嗜
で
把
握

で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

「
天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
の
暮
…
」
と
題
す
る
巻
頭
二
首
、
同
日

さ
よ
ふ
け

よ

「
三
更
て
…
」
の
歌
。
「
二
日
」
と
題
し
て
柳
黛
・
堅
香
子
を
「
筆
」
づ
る

よ
る
の
う
ち

二
首
、
帰
雁
を
「
見
」
る
二
首
、
「
夜
裏
」
に
千
鳥
が
喧
く
の
を
「
聞

く
」
二
首
、
「
暁
」
に
な
っ
て
鳴
く
錐
を
「
聞
く
」
二
首
（
四
一
三
九

～
四
九
）
。
次
に
三
日
朝
の
歌
に
あ
た
る
の
が
「
船
人
の
唱
を
聞
く
歌
」

（
四
一
五
○
）
。
「
三
日
に
、
守
大
伴
宿
禰
家
持
の
館
に
し
て
宴
せ
る
歌
」

（
四
一
五
一
～
三
）
が
、
「
秀
吟
」
の
後
に
続
く
。

こ
←
フ
し
て
、
巻
一
九
の
中
に
位
置
す
る
「
船
人
の
唱
を
聞
く
」
歌
に

は
、
天
平
勝
宝
二
年
三
月
三
日
朝
、
と
い
う
日
付
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

い
や
、
『
万
葉
集
』
に
忠
実
に
読
む
な
ら
、
三
月
三
日
の
歌
は
「
三
日
」

た
め
お
も
ひ

を
の
へ

か
く
さ
き

と
題
す
る
「
今
日
の
為
と
思
て
標
し
足
引
の
峯
上
の
桜
如
此
開
に
け

り
」
（
四
一
五
二
）
以
下
の
三
首
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
月
三
日

と
い
う
「
今
日
」
の
日
は
、
家
持
の
館
で
の
宴
の
時
を
待
っ
て
い
よ
い
よ

や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
朝
床
に
…
…
朝
こ
ぎ
し
つ
つ
…
：
」
と
「
朝
」

を
反
復
す
る
「
船
人
の
唱
を
聞
く
」
歌
は
、
「
二
日
」
と
い
う
題
詞
の
範

嬬
に
収
め
ら
れ
た
、
「
三
日
」
の
宴
を
目
前
に
控
え
る
時
に
詠
ま
れ
て
い

た。歌
に
つ
け
ら
れ
た
日
付
に
は
、
家
持
に
と
っ
て
は
作
歌
の
日
を
忘
却
し

な
い
た
め
と
い
っ
た
メ
モ
的
な
性
格
以
上
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
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る
。
古
橋
信
孝
は
家
持
の
「
歌
日
記
」
に
つ
い
て
、
誰
も
が
見
る
こ
と
が

で
き
る
「
半
分
公
的
」
な
、
平
安
朝
の
漢
文
日
記
の
性
格
を
も
ち
、
し
か

し
歌
を
記
す
こ
と
に
お
い
て
は
漢
文
日
記
よ
り
「
私
的
」
な
性
格
が
あ
つ

（４）

た
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
付
は
、
そ
う
し
た
「
私
的
」
な
時
空
と
「
公

的
」
な
時
空
と
を
つ
な
ぐ
回
路
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
。
他
者
に
贈
る

と
か
、
宴
で
あ
る
と
か
、
特
定
の
儀
礼
と
い
っ
た
場
を
も
た
ず
、
そ
の
意

味
で
は
ま
さ
し
く
「
私
的
」
な
も
の
で
し
か
な
い
巻
一
九
冒
頭
一
二
首

に
、
漢
字
で
書
か
れ
た
日
付
は
、
日
付
の
意
味
を
共
有
す
る
他
者
と
同
じ

時
空
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（５）

三
月
三
日
は
、
節
気
に
基
づ
い
た
暦
日
意
識
の
う
え
で
の
上
巳
節
に
あ

た
る
。
中
国
の
民
間
の
邪
気
祓
の
習
俗
に
発
し
、
中
国
宮
廷
に
と
り
入
れ

ら
れ
て
、
三
月
三
日
が
上
巳
（
三
月
最
初
の
巳
の
日
）
に
あ
た
ら
な
く
と

も
漢
詩
や
音
楽
を
楽
し
む
、
曲
水
の
宴
が
成
立
し
た
。
日
本
（
ヤ
マ
ト
）

王
朝
で
も
早
く
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
、
少
な
く
と
も
文
武
朝
頃
に
は
、
朝

（ＰｎＵ）

儀
と
し
て
整
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
『
律
令
」
で
は
正
月
、
七
日
七
日
、

五
月
五
日
な
ど
と
と
も
に
「
節
日
」
と
し
て
、
臨
時
の
賜
禄
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
を
定
め
る
。
家
持
と
同
時
代
の
聖
武
朝
か
ら
孝
謙
朝
に
お
い
て
も

天
皇
主
催
の
曲
水
の
宴
が
開
か
れ
、
文
人
た
ち
に
漢
詩
を
賦
せ
し
め
た
記

録
が
残
る
（
『
続
日
本
紀
』
）
。
『
懐
風
藻
」
の
「
三
月
三
日
、
応
詔
」
「
三

月
三
日
曲
水
宴
」
「
上
巳
旗
飲
、
応
詔
」
「
暮
春
曲
宴
南
池
」
と
い
っ
た
詩

は
文
武
朝
以
降
の
天
皇
主
催
の
曲
水
宴
の
折
り
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
お
ぼ
し
い
。

家
持
も
ま
た
、
上
巳
節
に
ち
な
ん
だ
七
言
を
作
っ
て
い
る
。
天
平
一
九

年
、
家
持
は
病
床
に
伏
し
、
二
月
末
か
ら
三
月
始
め
に
か
け
て
、
大
伴
池

主
と
漢
詩
や
歌
や
漢
文
の
手
紙
を
贈
答
し
た
（
Ⅳ
三
九
六
二
～
三
九
七

七）・
七
言
、
晩
春
の
遊
覧
一
首
併
せ
て
序

め
い
し
ん

ま
な
ぶ
た

上
巳
の
名
辰
は
、
暮
春
の
麗
景
、
桃
花
瞼
を
照
ら
し
て
紅
を
分
か
ち
、

ふ
ふ

ｇ
ほ

柳
色
苔
を
含
み
て
緑
を
競
ふ
…

あ
は
れ
よ
る
し

余
春
の
媚
日
は
怜
賞
ぶ
に
宜
く

上
巳
の
風
光
は
覧
遊
す
る
に
足
る

り

う

ば

く

げ

ん

ぷ

く

ま

だ

ら

か

柳
阻
は
江
に
臨
み
て
絃
服
を
褥
に
し

桃
源
は
海
に
通
ひ
て
仙
船
を
浮
ぶ
…
…
…
．
（
三
月
四
日
、
池
主
）

昨
暮
の
来
使
は
、
幸
ひ
に
晩
春
遊
覧
の
詩
を
垂
れ
…

ぺ
う
し
ゅ
ん

抄
春
の
余
日
媚
景
は
麗
し
く

初
巳
の
和
風
は
払
ひ
て
自
ら
に
軽
し

ふ

ふ

い

へ

来
燕
は
泥
を
街
み
て
宇
を
賀
き
て
入
り

釦
写
こ
、
つ

は

る

お

き

帰
鴻
は
葦
を
引
き
て
通
か
に
猿
に
赴
く

と
も

聞
く
な
ら
く
、
君
が
侶
に
蛎
き
て
流
曲
を
新
た
に
し

さ
か
づ
き

旗
飲
に
爵
を
催
し
て
河
清
に
浮
か
べ
る
を
…
：（三月五日、家持）

家
持
の
七
言
詩
（
五
日
）
に
は
、
池
主
の
三
日
遊
覧
詩
を
受
け
た
「
抄

春
／
初
巳
」
の
景
と
し
て
の
「
来
燕
／
帰
鴻
」
や
、
曲
水
宴
の
詩
歌
を
聴

き
、
杯
を
清
き
流
水
に
浮
か
べ
て
「
旗
飲
」
す
る
宴
の
様
子
が
描
か
れ
て

い→ゐ。と
こ
ろ
で
、
越
中
で
の
池
主
の
上
巳
遊
覧
は
い
っ
た
い
ど
こ
で
行
な
わ

れ
た
の
だ
ろ
、
フ
か
。
「
遊
覧
」
と
あ
り
、
「
柳
阻
は
江
に
臨
み
て
絃
服
を
褥

に
し
／
桃
源
は
海
に
通
ひ
て
仙
船
を
浮
ぶ
」
、
「
河
清
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
す
れ
ば
、
国
府
の
敷
地
近
傍
を
流
れ
て
海
へ
と
注
ぐ
、
射
水
河
が
そ
の

遊
覧
の
場
所
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
天
平
の
宮
都
で
の
三
月
三
日
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曲
水
宴
は
、
内
裏
近
傍
の
苑
池
を
舞
台
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
呉
哲

男
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
曲
池
を
眺
め
な
が
ら
詩
を
賦
す
こ
と
の
背
景
に

は
、
中
国
古
代
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
、
す
な
わ
ち
、
宮
都
の
建
築
が
「
天
円

地
方
」
（
天
上
の
円
還
と
地
上
の
方
形
）
を
具
現
す
る
象
徴
的
空
間
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
築
造
さ
れ
る
庭
園
は
曲
線
を
描
く
べ
き
だ
、
と
い
う

（７）

宇
宙
論
的
原
理
が
貫
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
越
中
に
は
碁
盤

の
目
の
よ
う
に
築
造
さ
れ
た
宮
都
の
空
間
は
な
く
、
曲
池
を
有
す
る
天
皇

の
庭
園
も
な
い
。
曲
水
宴
を
行
な
う
べ
き
象
徴
的
空
間
は
不
在
で
あ
る
。

そ
の
代
わ
り
に
、
国
府
周
辺
の
地
形
が
、
漢
詩
表
現
に
よ
っ
て
上
巳
節
を

行
な
う
べ
き
「
仙
船
」
の
浮
か
ぶ
理
想
郷
（
コ
ス
モ
ス
）
に
見
立
て
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
詩
と
呼
応
す
る
築
造
物
を
欠
い
た
越
中
で
の
上
巳
節
宴
の

場
は
、
ひ
と
え
に
漢
詩
を
書
き
吟
詠
す
る
贈
答
の
時
空
に
、
言
語
表
現
に

よ
っ
て
の
み
構
築
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

漢
詩
に
よ
る
こ
う
し
た
営
み
を
経
て
、
初
め
て
可
能
だ
っ
た
の
が
「
和

歌
を
園
芸
と
し
て
詠
む
こ
と
」
（
呉
哲
男
、
注
７
に
同
じ
）
す
な
わ
ち
、

歌
に
よ
っ
て
上
巳
節
の
場
や
そ
こ
に
配
置
さ
れ
る
動
植
物
を
列
挙
し
て
ゆ

く
、
天
平
勝
宝
二
年
の
作
歌
群
で
あ
る
。

池
主
と
交
わ
し
た
上
巳
節
宴
を
め
ぐ
っ
て
の
贈
答
を
想
起
し
つ
つ
詠
ま
（８）

れ
る
桃
花
、
柳
、
燕
、
帰
雁
は
、
皆
、
上
巳
の
詩
文
の
景
物
で
あ
る
。

「
桃
花
瞼
を
照
ら
し
て
紅
を
分
か
ち
」
（
池
、
王
）
は
巻
一
九
巻
頭
の
三
月
一

日
に
作
ら
れ
た
「
…
紅
に
ほ
ふ
桃
花
下
照
道
に
…
」
（
四
一
三
九
）
に
、

は
る
の
ひ
は
れ

「
柳
色
苔
を
含
み
て
緑
を
競
ふ
」
（
同
前
）
は
、
二
日
の
「
春
日
に
張
る
柳

…
」
（
四
一
四
二
）
に
対
応
す
る
。
桃
の
花
が
紅
に
照
り
映
え
る
こ
と
は
、

池
主
の
詩
序
の
ほ
か
、
『
懐
風
藻
』
の
「
暮
春
曲
宴
南
池
」
（
藤
原
宇
合
）
、

「
三
月
三
日
曲
水
宴
」
（
山
田
史
三
方
）
の
詩
に
「
紅
桃
」
・
「
曄
桃
」
と
見

え
る
。
さ
ら
に
、
家
持
が
七
言
に
詠
じ
た
「
来
燕
」
と
「
帰
鴻
」
、
晩
春

の
こ
の
時
節
に
渡
っ
て
く
る
燕
と
交
替
に
帰
る
鴻
（
雁
）
と
は
、
二
日
、

「
帰
雁
を
見
た
る
歌
」
と
題
す
る
短
歌
一
首
の
う
ち
に
双
方
と
も
に
詠
み

込まれる。
く

る

な

り

ね

も

と

し

の

ひ

か

く

り

な

く

燕
来
時
に
成
ぬ
と
雁
が
鳴
は
本
郷
思
つ
つ
雲
隠
喧
（
四
一
四
四
）

秋
風
の
吹
く
に
つ
れ
て
鳴
き
渡
り
（
二
一
三
四
）
、
秋
田
の
刈
り
入
れ

ま

け

も
過
ぎ
る
頃
に
「
冬
方
設
て
」
聞
こ
え
る
雁
の
声
（
一
二
三
三
）
は
、

『
万
葉
集
』
で
は
秋
と
、
秋
の
中
に
兆
す
冬
の
気
配
と
を
知
ら
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
帰
雁
の
歌
は
他
に
見
当
ら
な
い
。
燕
も
ま
た
、
こ
こ
の
み

で
あ
る
。
一
対
の
雁
と
燕
と
は
、
「
燕
巣
夏
色
辞
り
、
雁
渚
秋
声
を
聞
く
」

（
秋
日
言
志
、
釈
智
蔵
）
「
晩
燕
風
に
吟
ひ
て
還
り
、
新
雁
露
を
排
ひ
て
驚

（９）

く
」
（
秋
宴
、
道
公
首
名
）
と
『
懐
風
藻
』
に
登
場
す
る
漢
詩
の
景
。
家

持
歌
の
「
燕
来
時
」
と
は
、
「
抄
春
／
初
巳
」
と
い
う
漢
字
こ
そ
が
刻
ん

で
き
た
、
春
の
終
わ
り
と
、
そ
の
中
に
兆
す
夏
と
を
は
ら
む
節
日
の

「時」なのである。

で
は
、
な
ぜ
家
持
は
三
年
前
の
よ
う
に
漢
詩
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
歌

に
よ
っ
て
そ
の
「
時
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
注

目
さ
れ
る
の
は
、
以
上
の
歌
が
未
だ
三
日
に
は
至
ら
ぬ
内
に
、
三
日
に
あ

る
べ
き
景
を
先
取
り
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
景

を
予
祝
的
に
言
葉
の
中
に
実
現
す
る
こ
と
は
、
歌
表
現
が
担
い
、
つ
ち
か

っ
て
き
た
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
空
間
的
に
離
れ
た
都
の
宮
廷
行
事
へ
の

（旧）

「
憧
慣
」
と
「
季
節
や
時
を
待
つ
思
い
」
と
を
表
出
す
る
一
日
か
ら
二
日

へ
の
歌
群
は
、
歌
の
古
来
か
ら
の
予
祝
の
力
を
ふ
ま
え
て
、
あ
り
得
べ
き

節
日
を
此
所
に
将
来
し
よ
う
と
す
る
歌
々
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け

である、フか。
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大
伴
氏
は
古
来
「
調
歌
倒
語
」
に
よ
っ
て
妖
気
を
掃
う
と
い
う
役
割
を

か
む
か
や

負
う
（
「
紀
』
神
武
即
位
前
紀
）
。
「
…
大
伴
の
遠
つ
神
祖
の
其
名
を

つ
か
さ

ば
大
来
目
主
と
お
ひ
も
ち
て
つ
か
へ
し
官
海
行
か
ば
…
：
」

（
肥
四
○
九
四
）
と
、
大
伴
氏
古
来
の
職
掌
を
強
く
念
頭
に
置
く
家
持
は
、

多
田
一
臣
の
言
う
よ
う
に
歌
に
よ
っ
て
鄙
に
「
お
ほ
き
み
」
の
風
化
を
も

（Ⅱ）

た
ら
す
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
巳
節
を
越
中
守
の

館
で
行
な
い
、
そ
の
日
を
予
祝
す
る
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
は
ま
さ
し
く

国
司
と
し
て
の
事
業
で
あ
る
。
と
は
い
え
三
月
三
日
の
た
め
の
予
祝
歌
を

詠
む
場
が
、
古
来
か
ら
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
令
』
に
従
っ
て
宮

廷
社
会
を
形
成
し
、
曲
水
宴
の
詩
を
賦
す
こ
と
が
で
き
る
律
令
官
人
の
中

で
、
歌
に
よ
る
上
巳
節
の
時
空
を
共
有
で
き
る
者
が
ど
れ
ほ
ど
居
た
で
あ

ろ
う
か
。
家
持
が
言
語
表
現
の
中
の
三
月
三
日
を
共
有
す
る
こ
と
の
で
き

る
相
手
は
、
節
日
の
意
味
を
熟
知
す
る
池
主
で
あ
っ
た
か
。
し
か
し
、
他

国
へ
赴
任
し
て
今
は
越
中
に
居
な
い
。
「
和
歌
を
園
芸
と
し
て
詠
む
」
（
呉

哲
男
、
前
掲
）
と
は
、
歌
の
場
や
、
場
を
共
有
す
べ
き
相
手
を
一
か
ら
作

り
出
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
「
今
日
」
の
語
を
有
し
て
典
型

か
ら
ひ
と

的
な
宴
の
歌
と
さ
れ
る
家
持
の
、
三
日
の
宴
の
歌
に
、
「
漢
人
」
と
「
遊

び
」
の
語
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

い

か

だ

う

か

ぺ

あ

そ

ぶ

と

ふ

か

づ

ら

漢
人
も
筏
浮
て
遊
云
今
日
そ
わ
が
せ
こ
花
蔑
せ
よ
（
四
一
五
三
）

神
代
に
遡
る
「
遊
び
」
を
根
拠
と
す
る
の
で
は
な
く
、
「
漢
人
」
の

「
遊
び
」
を
典
拠
と
し
て
、
今
日
此
所
で
開
か
れ
て
い
る
遊
宴
が
あ
る
と

い
、
フ
明
確
な
認
識
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
三
月
三
日
と
い
う
暦
日
に
従
う
こ

３
日
付
の
世
界
性

と
は
、
此
所
越
中
で
の
宴
の
時
空
を
、
都
で
の
上
巳
宴
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、
「
漢
人
」
の
「
遊
び
」
と
同
質
の
時
空
と
成
す
こ
と
で
あ
る
。
漢

字
で
表
わ
さ
れ
、
ま
た
漢
字
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
節
日
の
「
遊
び
」
を

行
な
え
ば
、
鄙
で
し
か
な
い
越
中
に
都
の
文
化
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

ゆ
き
か
は
る
と
し
の
を
し
な
さ
か

る
。
同
年
三
月
八
日
に
「
…
去
更
年
緒
な
が
く
科
坂
る
こ
し
に
し

お
ほ
き
み
し
き
ま
す

み
や
こ

す
め
ば
大
王
の
敷
座
国
は
京
師
を
も
此
間
も
お
や
じ
と
心
に

お
も
ふ

は
念
も
の
か
ら
…
：
」
（
蛆
四
一
五
四
）
と
詠
む
よ
う
に
、
家
持
に
と

っ
て
は
都
と
鄙
が
同
質
の
空
間
た
り
得
る
こ
と
は
自
明
の
「
前
提
」
で
は

（尼）

あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
前
提
は
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
日
付
に
よ
っ
て
今
、
歌

の
場
に
作
り
出
さ
れ
る
。
日
付
に
依
拠
し
て
歌
を
作
る
こ
と
こ
そ
が
、
こ

の
場
を
天
皇
の
居
ま
す
都
、
越
中
国
府
、
大
陸
・
半
島
、
と
い
っ
た
地
域

差
を
超
え
た
場
と
成
す
の
で
あ
る
。

三
日
の
歌
に
「
漢
人
も
」
と
あ
っ
た
の
は
、
越
中
の
宴
も
、
現
在
の
実

際
の
中
国
宮
廷
の
宴
も
、
「
太
陽
の
運
行
が
織
り
成
す
季
節
の
目
安
」
た

（旧）

る
「
節
気
」
に
従
っ
た
、
「
遊
び
」
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
れ
ば
、
「
天
平
勝
宝
二
年
」
と
い
、
フ
天

皇
（
孝
謙
）
の
年
ま
で
も
、
「
漢
人
」
の
「
遊
び
」
の
世
界
を
典
拠
と
し

た
一
地
方
の
王
国
の
年
号
と
し
て
相
対
化
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
向
き
合

う
他
者
を
直
接
に
は
持
た
ず
、
た
だ
に
日
付
に
向
き
合
い
、
日
付
の
意
味

に
の
み
依
拠
し
て
ゆ
く
営
み
は
、
家
持
の
国
司
と
し
て
の
自
覚
を
超
出
し

て
、
そ
う
し
た
「
日
付
の
世
界
性
」
に
触
れ
て
し
ま
う
、
過
剰
な
営
み
で

はなかったか。

も
し
家
持
自
身
が
天
平
勝
宝
二
年
の
三
月
一
日
か
ら
二
日
の
歌
の
場
を

説
明
す
る
と
す
れ
ば
、
「
稚
き
時
に
遊
芸
の
庭
に
渉
ら
ざ
り
し
を
以
て
」

と
卑
下
す
る
文
言
（
天
平
一
九
年
三
月
三
日
書
簡
）
に
す
で
に
見
え
る
、
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日付のある耳

「
遊
芸
の
庭
」
だ
と
語
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
池
主
が
家
持
の
詩
文
を
讃
え

て
引
い
た
「
播
江
・
陸
海
」
（
播
岳
と
陸
機
、
同
年
三
月
五
日
書
簡
）
が
、

（脚）

家
持
に
と
っ
て
も
典
拠
と
す
べ
き
詩
人
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
中
国

の
士
大
夫
の
教
養
た
る
技
と
し
て
の
「
芸
」
と
並
列
し
て
、
家
持
の

「
詠
」
を
さ
さ
え
る
の
は
「
山
柿
の
門
」
で
あ
っ
た
（
同
前
書
簡
）
。
「
山

（旧）

柿
の
門
」
の
「
山
柿
」
が
直
接
誰
を
示
す
か
は
諸
論
あ
る
に
し
ろ
、
ま
っ

た
く
別
個
の
言
語
体
系
に
従
っ
た
詩
人
と
歌
作
者
と
を
包
括
す
る
言
語
フ

ィ
ー
ル
ド
こ
そ
、
日
付
の
世
界
性
に
見
合
、
フ
歌
の
、
依
っ
て
立
つ
場
に
ほ

かなるまい。

そ
し
て
実
の
と
こ
ろ
、
巻
一
九
冒
頭
の
歌
々
が
列
挙
す
る
動
植
物
は
詩

語
（
漢
詩
句
）
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
歌
に
詠
ま
れ
て
き
た
千

鳥
・
推
・
柳
、
晩
秋
の
景
と
し
て
漢
詩
に
賦
さ
れ
て
き
た
な
い
し
は
そ
う

想
定
さ
れ
る
桃
花
・
李
花
・
柳
、
帰
雁
と
燕
。
越
中
の
家
持
以
前
も
以
後

も
歌
に
詠
ま
れ
な
い
堅
香
子
・
鴫
・
燕
そ
し
て
唱
船
人
。
言
葉
と
し
て
の

出
自
が
互
い
に
異
な
る
景
物
が
、
等
し
く
三
月
三
日
を
控
え
た
歌
の
場
に

呼
び
込
ま
れ
、
歌
と
い
、
７
表
現
形
式
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ
て
い
る
。
三
月

三
日
の
節
日
へ
向
け
て
の
歌
は
少
な
く
と
も
、
家
持
自
身
が
憧
慣
す
る
都

の
節
宴
と
は
異
な
る
時
空
を
導
い
て
い
る
。

展
開
さ
れ
る
言
語
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
宮
都
に
あ
っ
て
は
見
る
こ
と
の
不

可
能
な
、
此
所
越
中
の
「
三
月
」
で
あ
り
、
家
持
に
と
っ
て
は
「
お
ほ
き

み
」
の
「
風
」
を
受
け
た
「
土
」
の
「
三
月
」
、
す
な
わ
ち
「
越
中
風
土
」

（
Ⅳ
三
九
八
四
、
左
注
）
と
し
て
了
解
し
得
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
「
国

み

司
」
と
し
て
、
家
持
は
「
風
俗
を
属
」
る
（
『
令
』
）
任
務
を
負
う
。
翌
天

平
勝
宝
三
年
に
は
、
「
越
中
風
土
に
、
梅
花
・
柳
素
は
三
月
に
初
め
て
咲

く
の
み
」
（
四
四
二
三
八
、
左
注
）
と
書
き
付
け
て
も
い
る
。
「
越
中
風
土

三
月
」
は
、
晩
春
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
初
春
の
梅
花
や
柳
紫
（
柳
の

綿
毛
）
が
開
く
「
春
ま
け
て
」
の
、
「
は
だ
れ
」
（
残
雪
）
の
語
も
不
自
然

で
は
な
い
時
で
あ
る
。
ま
た
、
晩
春
の
桃
李
花
や
、
夏
の
気
配
を
知
ら
せ

る
燕
す
ら
も
が
や
っ
て
く
る
時
で
も
あ
る
。
漢
詩
で
は
、
カ
タ
カ
ゴ
の
音

声
に
漢
字
を
あ
て
た
「
堅
香
子
」
ま
で
も
賦
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
春
の

時
節
の
粋
を
取
り
集
め
た
か
の
よ
う
な
曼
陀
羅
的
時
空
の
表
出
を
可
能
に

す
る
表
現
形
式
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
歌
で
あ
っ
た
の
だ
。

歌
形
式
が
「
山
柿
」
と
「
播
江
・
陸
海
」
と
を
包
摂
す
る
表
現
形
式
と

し
て
、
あ
ら
た
め
て
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
は
、

「
鴫
」
を
詠
む
歌
で
あ
ろ
う
。

（
一
旦
飛
び
翔
る
鴫
を
見
て
作
る
歌
一
首

ま
け
も
の
か
な
し
き
さ
よ
ふ
け
は
ぶ
き
な
く
た
が
た

春
儲
て
物
悲
に
三
更
て
羽
振
鳴
し
ぎ
誰
田
に
か
す
む（四一四一）

鴫
も
ま
た
こ
れ
以
外
の
万
葉
歌
に
は
詠
ま
れ
な
い
が
、
「
し
ぎ
わ
な
」

（
「
来
目
歌
」
）
、
「
し
ぎ
が
は
お
と
」
（
神
楽
歌
「
猪
名
野
」
）
、
「
し
ぎ
つ
き

の
ぼ
る
」
（
同
「
薦
枕
」
）
と
、
宮
廷
で
演
唱
さ
れ
た
歌
謡
類
に
は
狩
猟
対

象
と
し
て
の
「
し
ぎ
」
や
、
「
し
ぎ
」
の
羽
音
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。
殊

に
「
来
目
歌
」
は
、
大
嘗
祭
な
ど
で
奏
さ
れ
た
久
米
舞
を
と
も
な
う
歌
謡

で
、
大
伴
が
琴
を
弾
き
、
佐
伯
が
刀
を
持
し
て
舞
い
、
「
蜘
蛛
を
斬
る
」

所
作
を
す
る
（
「
令
集
解
』
「
職
員
令
」
）
。
大
伴
氏
が
久
米
ら
を
統
率
し
て

演
じ
続
け
る
蛮
族
を
討
伐
す
る
舞
歌
で
あ
り
、
「
調
歌
倒
語
」
を
実
践
し

た
大
伴
の
祖
に
ま
つ
わ
る
起
源
調
が
残
る
歌
曲
に
ほ
か
な
ら
な
い

（
『
紀
』
）
。
大
伴
の
名
を
負
う
家
持
は
、
「
来
目
歌
」
の
「
し
ぎ
」
を
こ
そ

取
り
込
ん
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
同
時
に
、
こ
の
歌
は
「
鴫
」
と
い
う
漢
字
を
介
在
し
な
け
れ
ば
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成
り
立
た
な
い
、
「
鴫
」
と
い
う
漢
字
を
「
見
」
る
こ
と
で
作
ら
れ
た
歌

で
あ
る
。
「
全
集
』
が
「
あ
る
い
は
「
田
」
と
「
烏
」
の
合
字
「
鴫
」
の

文
字
か
ら
思
い
つ
い
て
作
っ
た
歌
か
」
と
注
し
て
い
る
の
は
見
落
と
せ
な

い
。
「
田
」
に
す
む
「
烏
」
が
「
志
芸
（
し
ぎ
こ
な
の
だ
と
、
漢
字

「
鴫
」
を
解
析
し
て
詩
句
を
作
る
技
法
は
、
字
訓
詩
の
技
法
に
な
ら
う
と

思
わ
れ
る
。
「
鯉
」
や
「
鴻
」
と
い
っ
た
漢
字
に
つ
い
て
「
里
魚
は
浪
を

穿
つ
鯉
、
江
鳥
は
秋
を
度
る
鴻
」
と
詠
じ
る
詩
句
は
「
世
間
に
は
隠
れ
て

い
る
者
も
あ
り
、
羽
振
り
の
よ
い
者
も
あ
る
」
と
い
っ
た
人
事
を
意
味

（脂）
す
る
。
同
様
、
家
持
歌
で
も
、
渡
り
の
途
上
誰
の
も
の
と
も
わ
か
ら
ぬ

「
田
」
に
仮
の
宿
り
を
す
る
「
し
ぎ
」
の
姿
が
、
上
句
の
春
の
物
悲
し
さ

と
響
き
合
う
。
た
だ
し
「
鴫
」
は
漢
字
な
ら
ぬ
国
字
会
大
漢
和
』
）
で
あ

っ
た
。
漢
字
の
法
則
に
の
っ
と
っ
て
、
新
た
に
倭
国
で
偽
造
さ
れ
た

「
鴫
」
は
、
「
鵺
（
し
ぎ
）
は
、
天
の
将
に
雨
ふ
ら
ん
と
す
る
を
知
る
烏
な

り
」
（
『
説
文
』
）
と
い
っ
た
「
鵺
」
の
も
つ
故
事
を
は
ら
む
詩
語
た
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
「
鴫
」
な
る
偽
・
漢
字
を
「
見
る
」
歌
こ
そ
が
、
「
鴫
」

に
新
た
な
故
事
を
付
与
す
る
の
で
あ
る
。
新
た
な
故
事
、
と
は
言
語
矛
盾

で
あ
る
。
だ
が
大
伴
氏
に
と
っ
て
の
古
語
を
国
字
（
漢
字
な
ら
ぬ
漢
字
）

に
仕
立
て
あ
げ
る
と
い
う
倒
錯
を
経
て
、
「
し
ぎ
」
は
節
日
の
「
遊
び
」

に
見
合
う
由
緒
を
も
ち
、
春
の
物
悲
し
さ
を
喚
起
す
る
歌
の
景
と
し
て
定

位
で
き
た
の
で
あ
る
。

「
来
目
歌
」
の
な
か
の
「
し
ぎ
」
そ
の
ま
ま
で
も
、
越
中
の
春
田
で
鳴

く
「
し
ぎ
」
の
声
そ
の
も
の
で
も
、
漢
語
「
鵺
」
で
も
な
い
、
歌
の
中
の

詩
語
と
し
て
の
「
鴫
（
し
ぎ
）
」
。
三
月
一
日
の
夜
、
「
鴫
」
と
い
う
漢
字

（
国
字
）
を
凝
視
す
る
こ
と
で
歌
言
葉
を
紡
ぎ
だ
す
こ
と
は
、
以
上
の
よ

》
フ
な
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
言
葉
の
技
を
駆
使
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
五
七

一
日
か
ら
二
日
へ
、
家
持
は
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
歌
を
書
き
継
い
で
い

た。

な
が

天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
の
暮
、
春
苑
の
桃
李
の
花
を
眺
囑
め
て
作

る
二
首飛

翔
鴫
を
見
て
作
る
歌
一
首

よ

み

や

こ

こ
日
に
、
柳
黛
を
筆
ぢ
て
京
師
を
思
ふ
歌
一
首

か
た
か
ご

堅
香
子
草
の
花
を
筆
ぢ
折
る
歌
一
首

帰
雁
を
見
る
歌
二
首
（
四
一
三
九
～
四
一
四
五
）

「
眺
囑
」
「
見
」
と
あ
っ
て
も
、
「
歌
」
の
景
は
上
巳
節
に
見
る
べ
き
景
で

あ
っ
て
、
実
際
に
眼
球
が
と
ら
え
た
景
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
手
に
し

て
見
て
い
る
「
柳
黛
」
や
「
堅
香
子
草
」
は
か
え
っ
て
「
見
」
と
は
言
わ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
国
見
歌
が
「
見
れ
ば
…
見
ゆ
」
と
い
う
歌
の
様
式

に
の
っ
と
っ
て
豊
穣
の
景
を
幻
視
す
る
の
と
は
異
な
り
、
「
日
付
の
世
界

性
」
に
導
か
れ
た
家
持
歌
は
、
「
鴫
」
や
「
春
苑
桃
李
花
」
や
「
帰
雁
」

と
い
、
フ
漢
字
を
「
見
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
上
巳
節
の
宇
宙
を
あ
ら
か
じ
め

実
現
し
て
き
た
。

五
七
七
の
様
式
に
の
っ
と
り
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
詠
み
出
さ
れ
た
歌

は
、
「
し
ぎ
」
を
つ
い
に
詠
ま
な
い
都
人
の
歌
々
と
は
別
の
位
相
に
立
つ

歌
、
漢
詩
で
も
従
来
の
万
葉
歌
で
も
な
い
い
わ
ば
第
三
の
言
語
で
あ
る
。

上
巳
節
を
招
く
べ
き
歌
の
力
は
こ
う
し
て
新
た
に
構
築
さ
れ
よ
、
フ
と
し

た
。
日
付
の
あ
る
歌
こ
そ
、
文
学
史
的
に
は
、
『
古
今
和
歌
集
」
に
連
な

る
ウ
タ
な
ら
ぬ
「
倭
歌
」
の
成
立
（
辰
巳
正
明
、
注
皿
に
同
じ
）
で
あ
っ

たと言えよ、フ。４
大
伴
家
持
の
耳
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日付のある耳

や
が
て
二
日
夜
、
歌
を
作
り
つ
つ
夜
明
し
す
る
に
至
り
、
視
覚
に
代
わ

っ
て
聴
覚
が
冴
え
渡
る
。

う
ら

夜
の
裏
に
千
鳥
の
喧
く
を
聞
く
歌
二
首

ね
ざ
め
を
れ

と

こ

こ

ろ

な
く

夜
ぐ
た
ち
に
寝
覚
て
居
ば
河
瀬
尋
め
情
も
し
の
に
鳴
ち
ど
り
か
も

よ
ぐ
た
ち
な
く

む
か
し
の
ひ
と

夜
降
て
鳴
か
は
ち
ど
り
、
フ
ベ
し
こ
そ
昔
人
も
し
の
ひ
来
に
け
れ

暁
に
鳴
く
推
を
聞
く
歌
二
首

す
ぎ
の
の

い
ち
し
ろ
く
ね

な
か
む

椙
野
に
さ
を
ど
る
錐
灼
然
啼
に
し
も
将
突
こ
も
り
づ
ま
か
も

足
引
の
八
峯
の
錐
鴫
響
朝
開
の
霞
見
れ
ば
か
な
し
も

かは

う
た

遙
か
に
江
を
祈
る
船
人
の
唱
を
聞
く
歌
一
首

い

み

づ

か

は

う

た

ふ

朝
床
に
聞
け
ば
遙
け
し
射
水
河
朝
こ
ぎ
し
つ
つ
唱
船
人

（四一四六～五○）

耳
が
聞
き
取
っ
て
ゆ
く
の
は
、
時
刻
の
変
化
で
あ
る
。
刻
々
と
移
り
行

く
時
の
動
き
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
い
う
点
で
三
月
三
日
と
の
向
き
合
い
は

持
続
し
、
そ
の
時
を
目
前
に
し
て
よ
り
深
ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ

う
。
と
は
い
え
、
「
聞
く
」
歌
に
な
っ
て
、
漢
詩
に
の
み
詠
ま
れ
て
き
た

景
物
が
影
を
ひ
そ
め
、
千
鳥
、
錐
、
船
人
と
い
っ
た
従
来
の
歌
の
景
が
詠

み
継
が
れ
て
い
る
点
に
は
注
目
さ
れ
る
。
夜
の
内
側
で
始
ま
る
朝
へ
の
動

き
を
千
鳥
の
声
に
聞
く
（
「
夜
降
て
鳴
か
は
ち
ど
り
」
）
行
為
を
さ
さ
え
る

の
は
、
「
漢
人
」
な
ら
ぬ
「
昔
人
」
な
の
で
あ
る
。
「
昔
人
」
と
は
、
直
接

》」》」ワ《一

い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

に
は
「
情
も
し
の
に
古
所
念
」
（
３
二
六
六
）
と
詠
ん
だ
柿
本
人
麿
で

（〃）

あ
ろ
う
が
、
千
鳥
の
声
を
「
し
の
ひ
」
続
け
て
き
た
万
葉
歌
の
作
者
た
ち

の
総
体
と
考
え
た
い
。
船
人
の
立
て
る
音
声
も
ま
た
、
行
幸
先
の
水
辺
の

仮
宮
や
難
波
宮
で
、
海
人
た
ち
の
天
皇
奉
仕
の
様
を
知
ら
せ
る
梶
の
音
や

か
ぢ
の
と
き
こ
ゆ

呼
び
声
と
し
て
な
ら
、
聞
き
取
ら
れ
て
き
た
。
「
朝
な
ぎ
に
梶
音
所
聞

け

あ

ま

み
食
つ
国
野
島
の
海
子
の
船
に
し
有
ら
し
」
（
山
部
赤
人
、
６
九
三
四
）

と
、
朝
に
漕
ぎ
出
す
揖
の
音
を
聞
く
歌
も
存
在
す
る
。
「
夜
ぐ
た
ち
」
や

あ
さ
け

「
朝
開
」
、
「
朝
」
と
い
っ
た
夜
か
ら
朝
へ
の
時
の
推
移
は
、
「
聞
く
」
歌
の

（旧）
累
積
を
ふ
ま
え
て
こ
そ
詠
み
得
た
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
千
鳥
も
錐
も
、
「
し
ぎ
」
と
同
様
、
『
記
」
「
紀
』
歌
謡
に

も
登
場
す
る
、
古
来
か
ら
ウ
タ
を
ウ
タ
ウ
者
が
そ
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
て

き
た
鳥
で
あ
っ
た
。
家
持
の
「
聞
く
」
歌
へ
の
潜
行
は
万
葉
歌
の
さ
ら
に

奥
へ
、
「
調
歌
倒
語
」
た
る
ウ
タ
を
「
聞
く
」
技
に
ま
で
至
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
古
来
、
烏
の
声
も
歌
謡
の
声
も
、
人
の
通
常
語
で
は
と
ら

（旧）

え
得
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
神
武
天
皇

う
た
よ
み

う
た
の
こ
こ
ろ

の
「
謡
」
し
た
「
来
目
歌
」
は
「
謡
意
」
を
隠
す
弓
神
武
即
位
前

紀
』
）
。
兄
磯
城
は
、
「
天
神
の
子
、
汝
を
召
す
。
率
わ
、
率
わ
」
と
鳴
く

や
た
か
ら
す

頭
八
腿
烏
の
声
を
「
悪
し
」
と
し
か
聞
き
取
れ
ず
、
矢
を
も
っ
て
追
い
返

と
り
の
こ
と

し
、
反
逆
者
と
し
て
死
ぬ
（
同
前
）
。
「
烏
言
を
聞
」
い
て
「
此
の
烏
は
、

其
の
鳴
く
音
甚
悪
し
。
故
、
射
殺
す
べ
し
」
と
天
若
日
子
に
「
語
」
っ
た

天
佐
具
女
（
『
記
』
上
）
の
よ
う
な
専
門
の
呪
能
者
が
、
声
の
内
容
を
探

求
し
て
人
語
に
聞
き
倣
し
た
ら
し
い
。
烏
の
声
は
、
分
節
化
し
た
意
味
を

未
だ
成
さ
な
い
神
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
言
語
以
前
の
未
分
節
語
）
、
な
い

し
異
質
な
世
界
の
言
語
（
異
語
）
と
し
て
認
知
さ
れ
、
人
語
が
把
握
で
き

な
い
善
／
悪
を
知
ら
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

家
持
の
耳
は
、
未
分
節
言
語
や
異
語
を
聞
き
分
け
る
、
呪
能
者
の
耳
の

系
譜
に
連
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
一
宇
に
一
音
を
当
て
、
ウ
タ
を
漢

字
で
表
記
す
る
行
為
は
、
漢
字
の
音
声
と
ウ
タ
の
音
声
と
の
、
多
分
に
誤

差
を
は
ら
ん
だ
音
声
ど
う
し
を
等
し
い
も
の
と
聞
き
倣
す
こ
と
で
あ
る
。

一
日
か
ら
漢
字
を
「
見
」
、
歌
を
書
き
継
い
で
き
た
家
持
の
耳
は
異
語
と

し
て
の
漢
字
音
を
歌
の
言
葉
と
し
て
聞
き
取
っ
て
き
た
。
あ
る
い
は
越
中
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語
の
カ
タ
カ
ゴ
を
「
堅
香
子
」
と
聞
き
倣
し
て
き
た
。
大
伴
に
伝
わ
る

「
来
目
歌
」
の
「
し
ぎ
」
の
語
を
「
鴫
」
と
聞
き
倣
し
て
き
た
。
二
日
の

夜
に
「
聞
く
」
音
声
と
は
、
漢
字
音
（
音
・
訓
）
も
、
越
中
語
の
音
声

も
、
ウ
タ
の
声
も
、
鳥
の
声
も
は
ら
ん
だ
、
言
葉
が
そ
こ
か
ら
立
ち
あ
ら

わ
れ
る
可
能
体
と
し
て
の
音
声
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
言
語

可
能
体
と
し
て
の
音
声
を
聞
く
耳
こ
そ
が
、
「
鳥
言
」
に
時
の
蕊
き
を
聞

き
、
三
月
三
日
の
朝
を
将
来
す
る
の
で
あ
る
。
「
お
そ
ら
く
机
の
上
に
置

（釦）

か
れ
た
鯵
し
い
導
き
の
書
の
多
く
は
漢
籍
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
い
う
家
持

の
夜
は
、
古
来
の
耳
の
技
法
を
呼
び
起
こ
し
、
最
新
の
耳
の
技
と
し
て
鍛

え
直
す
現
場
で
あ
っ
た
。
「
唱
」
を
聞
く
耳
は
、
歌
の
耳
を
鍛
え
直
す
実

践
の
果
て
に
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
先
に
引
い
た
池
主
と
の
贈
答
の
中
で
、
家
持
が
「
唱
声
」
の

語
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
「
吟
」
じ
、
「
詠
」
ず
べ
き
す
ば

ら
し
い
歌
や
詩
、
「
秀
句
」
や
「
雅
篇
」
に
対
し
て
、
自
作
の
詩
は
「
唱

わ

み
だ
り
う
た

声
し
て
走
が
曲
に
遊
ぶ
」
よ
う
な
も
の
、
「
小
児
の
濫
に
謡
ふ
」
よ
、
フ
な

も
の
だ
と
言
う
。

…
：
［
如
今
、
言
を
賦
し
韻
を
勒
し
、
こ
の
雅
作
の
篇
に
同
ず
。
豈
石

を
将
ち
て
瓊
に
間
へ
、
唱
声
し
て
走
が
曲
に
遊
ぶ
に
殊
な
ら
め
や
。
そ

も
そ
も
小
児
の
濫
に
謡
ふ
が
善
し
…
・
・
］

人
の
発
す
る
音
声
に
対
し
て
、
一
方
を
「
雅
」
と
し
、
一
方
を
「
濫
」

と
区
別
・
分
別
化
す
る
知
を
飛
躍
的
に
推
進
さ
せ
た
の
は
、
礼
楽
思
想
で

と
と
の
や
は
ら

あ
っ
た
ろ
う
。
家
持
の
時
代
に
は
、
「
上
下
を
斉
へ
和
げ
て
動
元
く
静
か

に
有
ら
し
む
る
に
は
、
礼
と
楽
と
二
つ
並
べ
て
平
け
く
長
く
有
く
し
」

含
続
紀
』
天
平
一
五
年
五
月
五
日
、
聖
武
天
皇
）
と
い
う
詔
に
端
的
に
示
（則）

さ
れ
る
よ
う
に
、
宮
廷
の
雅
な
る
楽
の
整
備
が
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

天
平
八
年
の
記
事
に
見
た
「
古
舞
」
や
「
古
曲
」
の
称
揚
も
、
「
歌
舞
所
」

と
い
う
倭
国
古
来
の
歌
舞
を
教
習
し
た
令
外
官
の
登
場
も
、
ま
た
天
平
一

一
年
の
「
仏
前
唱
歌
」
の
存
在
も
、
実
は
「
今
夫
れ
古
楽
は
…
：
君
子
是

に
総
い
て
語
り
、
是
に
船
い
て
古
を
道
ふ
…
」
と
い
っ
た
「
礼
記
』
「
楽

記
」
の
思
想
と
無
縁
で
は
な
い
。
礼
楽
思
想
の
天
平
宮
廷
へ
の
導
入
は
、

身
体
を
と
も
な
う
舞
や
ウ
タ
に
新
た
な
意
味
と
根
拠
を
生
成
さ
せ
、
技
法

の
革
新
を
促
し
た
と
お
ぼ
し
い
。
時
代
情
況
を
突
出
し
て
担
っ
て
、
家
持

の
耳
は
音
声
の
深
い
無
意
識
の
底
へ
と
探
求
の
鉛
を
下
ろ
す
。

天
平
勝
宝
二
年
三
月
三
日
を
目
前
に
控
え
た
朝
、
此
所
越
中
で
、
家
持

は
船
人
の
立
て
る
遙
か
な
音
声
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
そ
れ
を
「
唱
」
と
聞
き

分
け
た
。
あ
く
ま
で
も
君
子
た
る
者
の
吟
詠
す
る
「
歌
（
倭
歌
）
」
の
音

声
と
は
弁
別
さ
れ
る
音
声
と
し
て
。
「
楽
記
」
に
よ
れ
ば
、
類
別
・
階
層

化
さ
れ
た
音
声
は
万
物
の
諸
現
象
と
響
き
合
う
。
姦
声
が
人
を
感
応
さ
せ

る
と
逆
気
が
応
じ
象
を
成
し
て
淫
楽
が
興
り
、
正
声
が
人
を
感
応
さ
せ
る

と
順
気
が
応
じ
象
を
成
し
て
和
楽
が
興
る
。
細
分
化
さ
れ
た
音
声
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
天
地
万
物
の
は
ら
む
「
気
」
と
呼
応
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

音
声
を
ど
の
程
度
知
る
か
に
よ
っ
て
、
聞
く
者
自
身
が
階
層
化
さ
れ
る
。

多
様
に
動
く
人
心
の
ま
ま
に
発
す
る
「
声
」
の
み
を
知
る
の
は
禽
獣
、

「
声
」
が
文
を
成
す
と
こ
ろ
の
「
音
」
を
の
み
知
っ
て
「
楽
」
を
知
ら
な

い
者
は
衆
庶
、
そ
し
て
君
子
こ
そ
は
「
声
」
か
ら
「
楽
」
に
至
る
す
べ
て

の
音
声
の
理
を
能
く
知
る
。
「
小
児
濫
謡
」
や
「
唱
声
遊
曲
」
と
は
、

「
楽
」
を
知
ら
な
い
「
衆
庶
」
の
発
す
る
音
声
で
あ
り
、
家
持
は
池
主
を

「
君
子
」
と
称
賛
し
自
ら
を
「
衆
庶
」
に
比
し
て
卑
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
船
人
の
唱
」
は
実
際
に
は
船
人
が
お
の
づ
か
ら
に
発
し
た
音
声
に
す

ぎ
ず
、
「
揖
取
り
は
、
う
つ
た
へ
に
、
わ
れ
歌
の
や
う
な
る
言
を
い
ふ
と
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日付のある耳

に
も
あ
ら
ず
」
含
土
佐
日
記
』
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
「
楽
を
審
か
に
し
て
政
を
知
る
」
含
礼
記
乞
と
い
う
理
想
的
な
官
人

（
国
司
）
と
し
て
聞
く
技
を
行
使
し
た
家
持
は
、
順
気
を
生
じ
て
三
月
三

日
の
「
雅
」
な
る
宴
の
時
空
を
か
た
ど
る
力
を
、
そ
の
音
声
に
聞
き
取
っ

た
の
で
あ
る
。
か
つ
、
聞
く
技
法
こ
そ
、
「
来
目
歌
」
を
伝
え
る
「
調
歌

倒
語
」
含
紀
』
）
の
大
伴
氏
の
現
在
を
担
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
瞬
、

家
持
の
歌
の
耳
は
相
異
な
る
複
数
の
世
界
観
を
包
括
す
る
「
世
界
性
」
に

触
れ
た
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
古
橋
信
孝
の
「
生
産
叙
事
」
に
あ
た
る
。
吾
代
和
歌
の
発
生
ｌ

歌
の
呪
性
と
様
式
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
。

（
２
）
藤
井
貞
和
『
物
語
文
学
成
立
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

七。
（
３
）
藤
井
貞
和
に
よ
れ
ば
、
年
月
日
付
に
の
み
従
っ
た
配
列
は
「
反

箱
聞
匡
、
「
反
羅
塗
」
で
あ
る
。
「
作
家
論
ｌ
詩
人
の
成
立
」

『
古
代
文
学
一
三
○
、
一
九
九
○
。

（
４
）
古
橋
信
孝
「
大
伴
家
持
ｌ
私
的
な
時
間
を
表
現
の
対
象
に
す
る
」

『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
二
’
八
、
一
九
九
七
・
「
歌
と
日

記
」
颪
語
と
国
文
堂
七
四
’
一
二
、
一
九
九
七
。
ま
た
、
家
持

が
歌
を
「
歌
日
記
」
の
よ
う
に
書
く
際
に
、
公
の
歴
史
に
対
し
て
天

子
の
日
常
の
言
動
を
記
録
す
る
中
国
宮
廷
の
「
起
居
注
」
の
存
在
も

無
視
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
「
起
居
注
」
に
つ
い
て
は
、
佐
野
あ
つ
子

。
起
居
相
問
」
と
女
歌
」
『
懐
風
藻
研
究
』
三
、
一
九
九
八
が
、
家

持
の
「
記
録
」
の
先
に
『
土
佐
日
記
」
や
女
房
た
ち
に
よ
る
仮
名
日

（
５
）
大
浜
真
幸
「
大
伴
家
持
「
三
年
春
正
月
一
日
」
の
歌
」
『
日
本
古

記
を
見
通
し
て
論
じ
て
い
る
。

典
の
眺
望
」
一
九
九
一
・

（
６
）
倉
林
正
次
「
頑
祓
考
Ｉ
上
巳
宴
と
そ
の
周
辺
」
『
国
学
院
大
学
紀

要
」
一
九
、
一
九
九
六
・
九
。

（
７
）
呉
哲
男
『
古
代
言
語
探
求
』
五
柳
書
院
、
一
九
九
二
。

（
８
）
鉄
野
昌
弘
「
家
持
歌
に
お
け
る
方
法
と
は
何
か
」
『
国
文
学
解
釈

と
教
材
の
研
究
」
四
１
１
六
、
一
九
九
六
。
日
付
に
つ
い
て
も
、
鉄

野
論
は
示
唆
に
富
む
。

（
９
）
『
懐
風
藻
」
は
古
典
文
学
体
系
に
よ
る
。

（
岨
）
鉄
野
、
注
８
に
同
じ
。

（
Ⅱ
）
多
田
一
臣
芙
伴
家
持
ｌ
古
代
和
歌
表
現
の
基
層
」
至
文
堂
、
一

九九四。

（
胆
）
呉
、
注
７
に
同
じ
。

（
昭
）
大
浜
、
注
５
に
同
じ
。

（
Ｍ
）
辰
巳
正
明
『
万
葉
集
と
比
較
詩
学
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
。

孟
）
小
野
寛
「
大
伴
家
持
の
漢
詩
文
」
「
上
代
文
学
と
漢
文
学
』
汲
古

書
院
、
一
九
八
六
。

（
略
）
『
本
朝
文
粋
」
日
本
古
典
文
学
体
系
の
注
。

（
Ⅳ
）
多
田
、
注
、
に
同
じ
。

（
岨
）
「
累
積
」
の
概
念
は
古
橋
、
注
１
に
よ
る
。

（
岨
）
「
聞
き
倣
し
」
に
つ
い
て
は
、
近
藤
信
義
菩
嚥
論
ｌ
古
代
和
歌

の
表
現
と
技
法
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
。

（
別
）
藤
井
、
注
３
に
同
じ
。

（
釦
）
猪
股
「
後
期
万
葉
と
「
風
流
亡
『
古
代
文
学
』
三
○
、
一
九
九

○。
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